
第 33 回日本眼感染症学会 
 

日時：1996 年 4 月 6 日(土)、7 日(日) 
場所：横浜市開港記念会館（横浜市中区本町 1-6） 
会長：大野重昭   横浜市立大学医学部眼科学教室 
  
4 月 6 日(土)9：20－18：00 
■ 一般口演：ウイルス性結膜炎（１） 

1．ウイルス性結膜炎の 10 年間のサーベイランス 
 齋藤和香、伊藤典彦、内尾英一、大野重昭 (横浜市大)、 

青木功喜 (青木眼科) 
 2．アデノウイルスによる点眼液の汚染 
  大嶋 彰、坂元志歩、石古博昭 (三菱化学ビーシーエル)、齋藤和香、 
  大野重昭 (横浜市大)、青木功喜 (青木眼科) 
 3．結膜ぬぐい液からのアデノウイルス分離法の比較検討 
  後藤聖樹、大嶋 彰、馬場敬子、加藤恵美、永本洋子、中嶋治彦 
  芦原義久、畠 啓視、石古博昭 (三菱化学ビーシーエル)、齋藤和香、 
  大野重昭 (横浜市大)、青木功喜 (青木眼科)  
 4．検体の凍結融解および SDS 処理によるアデノクロン○Rの反応性の変化 
  中川 尚、村田真由美、荒木博子、木全奈都子 (女子医大) 
■ 一般口演：ウイルス性結膜炎（２） 

5．コクサッキーA24 変異株による急性出血性結膜炎の小流行 
 中川裕子 (徳島診療所、女子医大)、徳島邦子 (徳島診療所) 
 中川 尚 (女子医大)、中嶋治彦 (三菱化学ビーシーエル) 
6．1994 年沖縄で流行したエンテロウイルス 70 の遺伝子解析 
 内尾英一、大野重昭、伊藤典彦 (横浜市大)、山崎謙治  
 (大阪府立公衆衛生研究所ウイルス)、青木功喜 (青木眼科) 
7．イランの結膜炎患者における Chlamydia および Adenovirus の PCR による検 
 出 
  伊藤典彦、中村 聡、齋藤和香、大野重昭 (横浜市大)、青木功喜  
  (青木眼科) 

■ 一般口演：角膜ヘルペス 
8．角膜ヘルペス上皮型病変におけるフラクタル解析 
 堀本幸嗣、岡本仁史 (大阪厚生年金病院)、前田直之、渡辺 仁 
 切通 彰、下村嘉一 (大阪大) 
9．角膜移植片に再発した上皮型ヘルペスの診断におけるＰＣＲの有効性 



 鄭 守、西田幸二、相馬久乃、足立和歌子、木下 茂 (京都府医大) 
10．単純ヘルペスウイルス 2 型感染による地図上角膜炎の 1 例 
 塩田 洋、牧野谷卓宏、木内康仁、工藤英治、新田敬子、内藤 毅、 
 三村康男 (徳島大) 
11．白内障手術による涙液中単純ヘルペスウイルス DNA の動態 
 檜垣史郎、阪本吉広、井上智之、切通 洋、湖崎 亮、井上幸次、 
 下村嘉一 (大阪大)、林 皓三郎 (神戸市環境保健研究所) 

■ 招待講演（Ⅰ）： 
「感染免疫における T リンパ球と MHC の役割」 
 小野江和則 (北海道大免疫科学研究所病理学) 

■ シンポジウム：結膜感染症 
1．細菌 
 北川和子 (金沢医大) 
2．アデノウイルス 
 内尾英一 (横浜市大) 
3．エンテロウイルス 
 岡本茂樹 (愛媛大) 
4．ヘルペスウイルス 
 内藤 毅 (徳島大) 
5．クラミジア 
 中川 尚 (女子医大) 

■ 一般口演：その他のウイルス疾患 
12．Zoster sine herpete における虹彩血管造影所見の検討 
 柏瀬光寿、坂井潤一、岡田アナベル、水澤 剛、臼井正彦 (東京医大) 
13．サイトメガロウイルス角膜症を疑われた HIV 患者の一例 
 井上智之、石橋千花、二宮欣彦、大本達也 (関西労災病院)、湖崎 亮、 
 檜垣史郎、下村嘉一 (大阪大)、林 皓三郎 (神戸市環境保健研究所) 
14．HPV16 が検出された角結膜の carcinoma in situ の 1 例 
 熊倉重人、村松隆次 (東京医大)、倉田 毅  

(国立予防衛生研究所感染病理部)、臼井正彦 (東京医大) 
 15．風疹感染による視神経網膜炎が疑われた 1 例 
  寺尾健一、武田千春、安藤靖恭、鈴木参郎助 (慶應義塾大) 
 16．Multifocal choroiditis and panuveitis と EB ウイルス（EBV）の関連性 
   －眼内液を用いた検索 
  箕田 宏、坂井潤一、臼井正彦 (東京医大) 
■ 一般口演：細菌（１） 



17．難治性結膜炎として経過をみた二症例 
 中沢雅美、手塚聡一、高沢朗子、大川晴美、宮永嘉隆 (女子医大第二) 
18．表皮ブドウ球菌のバイオフィルム形成とスライム生産能について 
 亀井裕子、前田はづき、栗原理恵、宮永嘉隆 (女子医大第二) 
 土田章江 (同中央検査科細菌) 
19．眼科医療材料のバイオフィルム形成について 
 林 立飛、宮尾洋子、三田哲子、原田 卓、李 偉、宮永嘉隆  

(女子医大第二)、大国寿士、留目優子 (日本医大老人病研究所免疫) 
 20．Polymerase chain reaction(PCR)法により確定診断した非定型抗酸菌による 

強膜炎の一例 
 種元桂子、石川宏志、気賀沢一輝、尾羽澤 大 (東海大) 
 布施川久恵 (同臨床病理) 

 21．グラム陰性桿菌による眼感染症における血中エンドトキシン値の臨床的検討 
  山田利津子、真鍋雄一、吉沢利一、金子敏雄、小松 章、太根節直 
  (聖マリ医大) 
■ 一般口演：細菌（２）・真菌 
  22．眼科領域におけるブドウ糖非発酵グラム陰性桿菌の検出状況 

(1992 年－1994 年) 
 宮尾益也、阿部達也、笹川智幸、飯塚裕子 (新潟大)、大石正夫  
 (信楽園病院) 

  23．7 日間使用ディスポーサブルｺﾝﾀｸﾄﾚﾝｽﾞに付着した細菌および真菌の検索 
   大川記羊美、山中 修、大西克尚 (和歌山県立医大)、山中 守、 
   前田裕子 (和歌山市)、五十君裕玄 (塩野義製薬株式会社) 
  24．内因性真菌性眼内炎に対する硝子体手術の経験 
   岸 規鈴、酒部導代、鎌田泰夫、塩田 洋、三村康男 (徳島大) 
  25．視神経アスペルギルス症の 1 例 
   山岸哲也 (社会保険勝山病院)、井部佳江子、赤木好男 (福井医大) 
   兜 正則、小寺浩明 (同脳神経外科) 
  26．強膜穿孔をきたした内因性眼内炎の 1 例 
   大西通広、本川和義、武田眞純 (市立釧路総合病院)、門 正則、 
   吉田晃敏 (旭川医大) 
 
4 月 7 日(金)9：00－13：00 
■ 一般口演：眼内炎 

27．抗癌剤内服が誘因となり眼内レンズ移植術 7 年後に細菌性眼内炎を来した 1 
症例 



 寺田裕美、小林 博 (兵庫県立尼崎病院) 
 28．ペニシリン耐性肺炎球菌による細菌性眼内炎の 1 例 
  阿部達也、笹川智幸、飯塚裕子、宮尾益也、阿部春樹 (新潟大) 
  大石正夫 (信楽園病院) 
 29．眼内炎の治療における ultrasound biomicroscope の有用性 
  白木玲子、望月清文、小栗章弘、澤田 明、東松敦子、山本哲也、 
  直原修一 (岐阜大) 
 30．家兎角膜感染眼モデルを用いたフルオロキノロン系抗菌剤の眼内移行動態 
  福田正道 (金沢医大)、村野秀和 (同総合医研)、井上 周、佐々木一之 
  (金沢医大) 
■ 一般口演：薬剤（１） 

31．異なった組織分離法によるレボフロキサシン濃度の検討 
 大久保真司、望月清文、山下陽子、棚橋俊郎、武村麻子、鳥崎真人 
 (金沢大) 
32．実験的 Staphylococcus aureus 眼内炎における Levofloxacin(LVFX)点眼治療 

の可能性について 
 大下雅世、林 裕美、久保真人、柏瀬光寿、熊倉重人、臼井正彦  
 (東京医大)、小池直人、水野文雄 (同微生物) 

 33．抗菌剤点眼液のヒト涙液中での抗菌活性について 
  富井隆夫、福田正道 (金沢医大)、村野秀和 (同総合医研) 
 34．眼感染症に対する Imipenem/Cilastatin sodium の臨床効果の検討 
  辻村まり、山本 節 (神戸大)、大久保 潔 (神戸海星病院)、 

森野以知朗 (新日鉄広畑病院)、横川浩巳、奥 尚子、籠谷保明  
(社会保険神戸中央病院) 

■ 一般口演：薬剤（２） 
35．アシクロビル眼軟膏による角膜上皮欠損の症例 
 長谷川伸子、木村泰朗、金井 淳 (順天堂大)、中村慎二 (同共同病理) 
 木村千佳子 (上野眼科医院) 
36．術前無菌法としてのポビドンヨード洗眼の意義 
 戸塚伸吉 (町立浜岡総合病院)、阿久津美由紀 (横須賀北部共済病院) 
 藤沢邦見 (御代田中央記念病院)、清水 潔 (富士吉田市立病院) 
 泉 幸子、小出良平 (昭和大) 
37．結膜嚢常在菌に対する in vitro でのポビドンヨード殺菌効果 
 原 二郎 (原眼科)、安田冬子 (大阪回生病院)、東堤 稔、阪本雅子、 
 伊藤利根太郎 (大阪大微生物病研究会) 
38．Nested polymerase chain reaction 法による結核性ぶどう膜炎の診断 



 吉川浩二、小竹 聡、笹本洋一、松田 彰、松田英彦 (北海道大) 
 木村浩一、藤井暢弘 (札幌医大微生物) 

■ 招待講演（Ⅱ）： 
「HIV 感染症／エイズの病態と治療」 
 木村 哲 (東京大感染制御部) 

■ 招待講演（Ⅲ）： 
「粘膜免疫最新の展開：基礎から臨床への応用」 
 清野 宏 (大阪大微生物研究所免疫科学分野) 
 
 


